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ヒイラギ（モクセイ科）柊 

 山地の林内に自生し、庭木としても使われる常緑の小高木。葉の緑に鋭いトゲがある。 

葉のトゲが邪鬼を払い厄難を追い出すと考えられ玄関脇や鬼門に植えたりする。 

花は 11～12月頃、白い小さな花が葉の付け根に集まって咲き、香水のような香りがある。 

雌雄異株で雌株のみ結実する。実は翌年の初夏に紫黒色に熟す。 
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梵珠山の自然情報！○開花 △蕾
つぼみ

 ×実 （1 月中旬～2月中旬） 

植 物 

木 本 △オオバクロモジ△マルバマンサク△ヒメアオキ×ヤドリギ×アカミヤドリギ×ツタウ

ルシ 

野 鳥 クマタカ・ノスリ・アカゲラ・オオアカゲラ・アオゲラ・カワガラス・カケス・コゲ

ラ・エナガ・コガラ・シジュウカラ・ヤマガラ・ゴジュウカラ・ミソサザイ・ヒヨド

リ・ヤマドリ・ヒレンジャク 

哺乳類 イタチ（1/19）・テン（1/20～29）・タヌキ（1/20～24、2/1）・キツネ（1/20） 

    カモシカ（1/28）ノウサギ 

    足跡：カモシカ・キツネ・タヌキ・ノウサギ・テン・イタチ・リス・ハクビシン・ア

カネズミ 

昆 虫 セッケイカワゲラ（市道沿の雪壁上に多数） 

※最新の自然情報については気軽にスタッフにお尋ねください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ところで、イヌはあまり汗をかかない、ということを聞いたことがあります。そのため口を

開けて、舌を出す呼吸の仕方で体温調節しているのだとか。とすれば、同じイヌ科のキツネや

タヌキも汗をかかないのでしょうか。雪山で汗をかくと冷えるからやっぱり同じかもしれない

な、と思いました。 

さて、来月はアニマルトレッキングと硬雪トレッキングがあります。梵珠にもキツネやタヌ

キが生息していますが、それらの動物の足跡や食痕を観察するのに今の時期はぴったりだと言

えます。初めての方も最近ご無沙汰という方も歓迎です。ご参加お待ちしております。 

 1月上旬、キャンプ場にフィールドカメラを設置しました。 

カメラには、夜間活動した様々な動物たちの痕跡が映っており、餌をもとめ夜な夜な歩き回

るタヌキやキツネ、１月 20日には、テンのかわいい姿も確認できました。 

今回カメラに映っていたのは、テン、キツネ、タヌキの３種でした。 



Network BONJU Vol-33  No.2 TotalPage(2544) 

 

 

 

     

    

             

 
ふれあいセンターでは、梵珠山の積雪を観測しています。観測地点は、第一駐車場そばの 

標高 160mくらいの場所で、センターで用意した積雪計などをもとに計測をしています。 

2024年 1月の累計積雪量は 156㎝で昨年と比べ 157㎝減少しました。最も深く積雪 

したのは 93㎝で、昨年に比べ 67㎝減少しました。 
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最新版！ 

積雪計(左)と降雪計(右) 

 

センター観測地点の雪の経過

期間(1/1~1/31) 2024年 2023年 2022年

累積降雪量（㎝） 156 313 266

日最深積雪（㎝） 93 160 210
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開催日（1 月 21 日：霙
みぞれ

） 

○講師 太田正文さん「コケ植物の観察⑩」  ○講師 針生倖吉さん「新雪の森で会いましょう」 

 

 

 

 

 

 

樹木に着生しているコケを観察（マンガンの道）    

 

 

○講師 間山良治さん「雪上に残された足跡を追う」 

 

 

 

 

 

 

キャンプ場にはたくさんの足跡が！  木の幹にキツネのオシッコ   全員がニオイをかいでみる  

 

 

これからの行事 

 
＊３月 ３日（日）「梵珠山アニマルトラッキング」・葉を落とした木々の中で動物たちの痕跡を観察

しながら登山します。 

＊３月 10 日（日）「硬雪トレッキング（センタ－～ブナ岱～梵珠山）」・早春の明るい雪原をカンジキ

やスノ－シュ－で歩きます。 

＊３月１７日（日）「日曜観察会⑫」・講師は齋藤信夫さん（寄生植物）太田正文さん（コケ植物） 

         針生倖吉さん（野鳥）間山良治さん（哺乳動物） 

サポーターズ活動 

 

＊３月の活動は、ミズバショウ湿地の枯れ枝処理と整備を予定しています。 

 日時：３月 27 日（水）時間は９時３０分～12 時まで。どなたでも気軽に参加できます。 

詳しい日程は HP 等でお知らせします。 

※天候、その他の事情により中止または活動内容を変更する場合があります。 

 

センタ－より 

★「ネットワ－ク梵珠」再登録について★ 

「自然情報誌ネットワ－ク梵珠」２月号に“ネットワ－ク会員申込用紙”を同封しました。 

４月から再登録を希望される方は、送付申込書に所要事項を記入の上、申込みをお願いします。 

★忘れ物・落し物はございませんか？★ 

 センタ－へお客様からの落し物が届いています。主に手袋、帽子、小物類など、心当たりのある方

は早めに連絡をお願いします。（今年度中に連絡のないものはセンタ－で処分いたします） 

＊センタ－では、カンジキ・ストック・クマ鈴を無料で貸し出ししています。 

本日観察された鳥は、コゲラ、コガラ、シジ

ュウカラ、ヤマガラ、ゴジュウカラ、カケス

の６種。梵珠山では、最近めっきり鳥が少な

くなったような気がしますが・・・。 


